
▶研究&教育 最前線
墜落しない新型ドローン開発へ
東京情報大学 教授　鈴木英男

▶ZOOM UP
北の大地に学ぶ
広大な農地で教育・研究・営農

▶東京農大稲花小 １年生が総合学習  泥んこになって田植え
▶農大卒業生の25蔵が結集  1000人が美味さ満喫
▶世田谷代田で朝市開催  東京農大オープンカレッジ
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東京農業大学・東京情報大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル
HACCP（ハサップ）という言葉を聞いたことがあると思います。食品の原料入荷から製品出荷までのすべて

の工程で点検し安全を確保する国際的な衛生管理手法のことです。全ての食品事業者にHACCPに沿った衛生
管理を義務付ける改正食品衛生法が、昨年成立しました。増大する食料品の輸出入に対応するため、衛生管
理の国際標準化が課題となっていたからです。
衛生管理を国際標準にするためには、検査の手順も国際標準でなければなりません。東京農大に来る前、国

立医薬品食品衛生研究所で約15年、国内の食品の微生物検査の国際標準化に取り組んでいました。
日本の微生物検査の基準は、生食の食習慣があるため、主に大腸菌群を指標としており、病原微生物を指

標とする国際標準の考え方とは異なっていました。このままでは、食品の輸出や輸入の妨げになります。
検査法の国際標準を定めているのがISO/TC34/SC9（国際標準化機構の食品微生物試験法に関する委員

会）という組織です。日本はずっとオブザーバー参加でしたが、正式参加の意思を表明すると、いつもはヨーロッ
パで開いている総会を2017年に東京で開催するよう要請されました。
ところが、ISOの食品衛生に係わる所轄官庁は厚生労働省、農林水産省、経済産業省の３省のいずれにも該

当しないことが判明しました。これでは国の予算支援は受けら
れません。会場は用意してくれたものの、その他の必要経費約
500万円は寄付で集めることになり、大変でした。
総会初日にいただいたのが、このパスツール・メダルです。

ISO/TC34/SC9の事務局はフランスで、委員会代表など主要メ
ンバーがパスツール研究所関係者であったことから、日本が正
式に参加し、総会を東京で開催できたことの記念にと「その労
をねぎらいます」とこのメダルを贈ってくれました。突然のこと
で驚きましたが、総会が無事開催できたこと、また検査の国際
標準化に向け取り組んできた15年間のことを思い、大変感動し
ました。
「食品衛生」の授業では、食の最大のリスク回避は、自由貿
易の維持推進だと強調しています。2050年代には地球の人口
が100億人に達します。地球規模の食糧供給システムを構築し
ていかなければ、必ず食糧危機が起き、争いが生じます。衛
生管理と検査の国際整合性は、そのための欠かせぬ土台なの
です。　　　　　（まとめ・東京農業大学客員教授、鈴木敬吾)
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私の宝もの
東京農業大学　教授  五十君靜信

いぎみ・しずのぶ／1957年長野県生まれ。東京大学大学院農学系研究科博士課程修了。農学
博士。東京農業大学応用生物科学部農芸化学科教授。専門は細菌学。

パスツール・メダル

▲▶ISO/TC34/SC9総会初の東
京開催準備のねぎらいとして
もらったパスツール・メダ
ル。
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学校法人東京農業大学
2019　東京農大創立128年

東
京
農
業
大
学
の
沿
革

◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校

榎本武揚と横井時敬
創設者は、明治の英傑榎本武揚だ。明治政府で逓信相、農商務相、文相、外相などの要職を歴任した榎本は、1891（明治24）年、東京に「私立育英黌」を設立した。
その農業科が東京農学校、東京高等農学校と名を替えつつ、拡充の歴史を歩み、今日の東京農業大学となる。東京農学校時代の1895（明治28）年、評議員として参
画したのが、明治農学の第一人者横井時敬だった。「人物を畑に還す」「稲のことは稲にきけ、農業のことは農民にきけ」と唱えて、「実学」による教育の礎を築き、
東京農業大学の初代学長を務めた。本学の「生みの親」は榎本、「育ての親」は横井である。
高等教育から初等教育まで
東京農業大学は、農学部、応用生物科学部、生命科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、生物産業学部の６学部23学科からなり、大学院は２研究科20専攻体制が整っ
ている。世田谷、厚木、北海道オホーツク（網走）の３キャンパスに約13,000人が学んでいる。学校法人東京農業大学の傘下には、東京情報大学（千葉）があり、
総合情報学部、看護学部の２学部２学科と大学院１研究科に約2,000人が学ぶ。また、併設校として農大一高／中等部（東京）、同二高（群馬）、同三高／附属中学（埼玉）
がある。2019年4月、東京農業大学稲花小学校が世田谷に開校。
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ド
ロ
ー
ン
技
術
の
未
来

　
ド
ロ
ー
ン（drone

）と
は
、
様
々
な
形
を
し
た
無
人
航
空

機（unm
anned aerial vehicle

）の
総
称
で
Ｕ
Ａ
Ｖ
と
も

呼
ば
れ
る
。ド
ロ
ー
ン
を
用
途
で
分
類
す
る
と
、大
ま
か
に
次

の
７
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

①
単
に
飛
ば
す
　
単
に
飛
行
さ
せ
る
だ
け
に
も
利
用
さ

れ
る
。複
数
人
で
レ
ー
ス
を
競
う
の
も
、こ
の
用
途
で
あ
る
。

　
②
撮
影
す
る
　
４
Ｋ
や
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
カ
メ
ラ
を
搭

載
す
る
ド
ロ
ー
ン
も
多
く
、
撮
影
目
的
に
使
用
さ
れ
る
。赤

外
線
カ
メ
ラ
を
用
い
た
精
密
農
業
の
実
用
化
も
進
ん
で
い

る
。

　
③
見
守
る
　
建
物
内
や
自
宅
外
観
の
監
視
に
利
用
で
き

る
。

　
④
調
査
す
る
　
測
量
や
遭
難
者
発
見
に
利
用
さ
れ
る
。

将
来
は
、
数
キ
ロ
先
の
渋
滞
状
況
も
調
査
可
能
に
な
る
だ
ろ

う
。

　
⑤
荷
物
を
運
ぶ
　
国
内
外
で
利
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。災

害
時
の
物
資
輸
送
や
携
帯
電
話
中
継
装
置
の
上
空
保
持
を

行
え
ば
、人
命
救
助
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
⑥
人
を
運
ぶ
　
海
外
で
は
フ
ラ
イ
ン
グ
・
タ
ク
シ
ー

（Flying T
axi

）
や
ア
ー
バ
ン
・
エ
ア
・
モ
ビ
リ
テ
ィ

（U
rban A

ir M
obility

）と
呼
ば
れ
、
現
在
実
用
化
実
験

が
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

　
⑦
お
供
す
る
　
人
を
追
尾
す
る
機
能
を
備
え
た
ド
ロ
ー

ン
も
多
く
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
お
供
と
し
て
人
間
を
追
尾
（
飛

行
）さ
せ
た
り
、
外
出
時
の
高
齢
者
の
お
供
、
犬
を
ド
ロ
ー
ン

が
散
歩
さ
せ
る
時
代
も
来
る
か
も
し
れ
な
い
。ド
ロ
ー
ン
搭

載
の
カ
メ
ラ
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
の
心
拍
数
を
計
測
し
、高
過
ぎ

た
ら
警
告
す
る
装
置
も
容
易
に
開
発
可
能
で
あ
る
。

ド
ロ
ー
ン
は
墜
落
し
や
す
い

　
ド
ロ
ー
ン
は
、と
て
も
墜
落
し
や
す
い
。大
き
な
主
翼
を
持

つ
固
定
翼
の
航
空
機
と
違
い
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
や
ド
ロ
ー
ン
の
よ

う
な
回
転
翼
機
は
、
動
力
を
失
う
と
瞬
時
に
垂
直
に
落
下

墜
落
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
で
あ
る
。一
度
墜
落
す
れ
ば
、

人
の
搭
乗
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
上
の
通
行
人
へ
の
衝

突
の
恐
れ
も
あ
り
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ
か
ね
な
い
。そ
の

た
め
、
ド
ロ
ー
ン
を
墜
落
さ
せ
な
い
構
造
に
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
て
い
る
が
、
ド
ロ
ー
ン
の
墜
落
時
の
安
全
研
究
は
あ
っ
て

も
、墜
落
そ
の
も
の
を
回
避
す
る
安
全
研
究
は
少
な
い
。

　
私
の
専
攻
は
航
空
工
学
で
は
な
い
が
、
子
供
の
頃
か
ら
ラ

ジ
コ
ン
飛
行
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
を
趣
味
と
し
て
い
た
た
め
、
航

空
機
の
振
る
舞
い
を
実
体
験
で
体
得
し
て
き
た
。ラ
ジ
コ
ン
ヘ

リ
コ
プ
タ
の
操
縦
の
難
し
さ
と
危
険
性
を
理
解
し
て
い
た
の

で
、ド
ロ
ー
ン
が
普
及
し
始
め
る
と
、そ
の
危
険
性
を
危
惧
し

た
。２
０
１
５
年
12
月
に
は
、
改
正
航
空
法
で
ド
ロ
ー
ン
の
飛

行
許
可
申
請
制
度
が
始
ま
っ
た
。私
も
教
育
の
必
要
性
を

痛
感
し
、
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
半
期
15
コマ
授
業「
ド
ロ
ー

ン
安
全
工
学
」を
開
講
し
、安
全
教
育
も
始
め
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
原
理

　
ド
ロ
ー
ン
は
ど
の
よ
う
に
し
て
飛
ぶ
の
か
？
　
最
も
一
般

的
な
４
枚
の
プ
ロ
ペ
ラ
か
ら
な
る
マ
ル
チ
コ
プ
タ
型
ド
ロ
ー
ン
を

例
に
そ
の
原
理
を
見
て
み
よ
う
。ド
ロ
ー
ン
の
動
き
は
、
図
１

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
の
動
き
と
同
じ
で
あ
る
。前
後
方
向
の
傾
き
を

ピ
ッ
チ（Pitch

）、
横
方
向
の
傾
き
を
ロ
ー
ル（Roll

）、
機
体

を
上
か
ら
見
た
回
転
方
向
の
傾
き
を
ヨ
ー（Y

aw

）と
い
う
。

図
２
はPitch

軸
を
下
に
傾
け
て
機
体
が
前
進
す
る
状
態

を
、
図
３
はRoll

軸
を
左
に
傾
け
て
機
体
が
左
に
進
む
状

態
を
、
図
４
はY

aw

軸
を
右
に
傾
け
て
機
体
を
時
計
方
向

に
回
転
さ
せ
る
状
態
を
表
す
。

　
４
枚
プ
ロペ
ラ
を
持
つ
ド
ロ
ー
ン
も
、ヘ
リ
コ
プ
タ
と
全
く
同

じ
動
き
が
で
き
る
。図
５
〜
７
の
ド
ロ
ー
ン
に
お
い
て
、Ｃ
Ｗ
は

時
計
方
向
に
回
転
す
る
プ
ロ
ペ
ラ
を
、Ｃ
Ｃ
Ｗ
は
反
時
計
方

向
に
回
転
す
る
プ
ロ
ペ
ラ
を
表
す
。図
５
の
ド
ロ
ー
ン
で
前
２

つ
の
プ
ロ
ペ
ラ
回
転
力
を

弱
め
、
後
ろ
２
つ
の
プ
ロ

ペ
ラ
回
転
力
を
強
め
る

と
、
図
２
と
同
様
に
前

進
す
る
。図
６
の
ド

ロ
ー
ン
で
左
２
つ
の
プ
ロ

ペ
ラ
回
転
力
を
弱
め
、

右
２
つ
の
プ
ロ
ペ
ラ
回
転

力
を
強
め
る
と
、
図
３

と
同
様
に
左
に
進
む
。

図
７
の
ド
ロ
ー
ン
で
２
つ
の
Ｃ

Ｗ
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
力
を
弱

め
、
２
つ
の
Ｃ
Ｃ
Ｗ
プ
ロペ
ラ
の

回
転
力
を
強
め
る
と
、プ
ロペ

ラ
の
反
ト
ル
ク
に
よ
り
、図
４

と
同
様
にY

aw

軸
を
右
に

傾
け
て
機
体
を
時
計
方
向

に
回
転
さ
せ
る
。こ
れ
ら
の
動
作
原
理
に
よ
り
、
ド
ロ
ー
ン
は

前
後
左
右
任
意
の
方
向
に
３
次
元
を
自
由
自
在
に
飛
行
で

き
る
の
で
あ
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
は
、プ
ロペ
ラ
に
よ
り
発
生
す
る
推
進
力（
風
力
）

の
み
で
浮
上
し
進
む
の
で
、
外
部
の
風
力
の
影
響
で
簡
単
に

安
定
性
を
失
う
。だ
か
ら
、風
の
強
い
日
は
飛
行
さ
せ
て
は
い

け
な
い
。

空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー

　
ド
バ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、中
国
、米
国
な
ど
で
は
既
に
、空

飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
の
実
用
化
実
験
が
始
ま
っ
て
い
る
。中
国
と
米

欧
の
航
空
機
・
自
動
車
企
業
が
こ
ぞ
っ
て
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
日
本
で
は
同
業
種
の
企
業
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
皆
無
で
、出
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
行
す
る
海
外
企
業
が
ド
ロ
ー
ン
の
安

全
研
究
を
十
分
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。そ
こ
で
、
私
た

ち
は
墜
落
し
な
い
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
に
向
け
て
、
ド
ロ
ー
ン
を

安
全
な
構
造
に
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。ま
ず
２
０
１
７

年
に
は
、図
８
の
プ
ロペ
ラ
８
枚
中
４
枚
が
故
障
し
て
も
安
定

し
て
飛
行
で
き
る
新
型
ド
ロ
ー
ン
を
米
国
航
空
宇
宙
学
会

で
公
表
し
た
。こ
の
新
型
ド
ロ
ー
ン
の
特
徴
は
、故
障
を
検
出

す
る
必
要
は
な
く
、故
障
し
て
も
安
定
し
て
飛
行
で
き
る
と

い
う
優
れ
た
方
式
で
あ
る
。

　
次
に
２
０
１
８
年
に
は
、
図
８
の
唯
一
の
欠
点
で
あ
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
低
下
を
回
避
し
、
か
つ
、
図
８
の
特
徴
を
備

え
た
新
型
ド
ロ
ー
ン
を
米
国
航
空
宇
宙
学
会
で
公
表
し
た

（
図
９
）。こ
の
新
型
ド
ロ
ー
ン
は
、
耐
故
障
性
、
安
定
性
、
機

体
サ
イ
ズ
、重
量
、エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
、航
続
距
離
、積
載
ペ
イ

ロ
ー
ド
な
ど
、す
べ
て
の
項
目
で
優
れ
て
い
る
新
し
い
フ
レ
ー
ム

構
造
で
あ
る
。こ
の
方
式
で
空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
が
実
用
化
さ

れ
れ
ば
、
世
界
の
他
の
ど
の
ド
ロ
ー
ン
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

安
全
な
も
の
と
な
る
は
ず
だ
。

　
４
枚
プ
ロ
ペ
ラ
の
ド
ロ
ー
ン
は
プ
ロ
ペ
ラ
が
１
枚
で
も
故
障

す
る
と
、い
と
も
簡
単
に
墜
落
す
る
。２
０
１
９
年
度
以
降
の

研
究
課
題
と
し
て
、
４
枚
プ
ロ
ペ
ラ
ド
ロ
ー
ン
の
墜
落
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
新
し
い
墜
落
し
な
い
ド

ロ
ー
ン
の
研
究
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
が
自
動
車
の
よ
う
に
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

た
め
に
は
、ド
ロ
ー
ン
の
安
全
研
究
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

本
研
究
を
進
め
、今
後
も
そ
の
成
果
を
世
界
に
発
信
し
て
い

き
た
い
。

図１ ヘリコプタのPitch, Roll, Yaw軸

図２ Pitch軸を下に傾けたヘリコプタ

図３ Roll軸を左に傾けたヘリコプタ

図８ 新型ドローン１

図４ Yaw軸を右に傾けたヘリコプタ

図5 前進するドローン

図９ 新型ドローン２

図６ 左に進むドローン図７ 時計方向に回転するドローン
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(コロナ社）

　最
近
、
歩
行
者
が
巻
き
込
ま
れ
る
悲
惨
な
自
動
車
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
自
動
車
は
本
来
便
利
な
も
の
だ
が
、
危
険
性
も
併
せ

持
っ
て
い
る
。
か
た
や
最
近
、
ド
ロ
ー
ン
を
大
型
化
し
た
「
空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
」
が
メ
デ
ィ
ア
で
頻
繁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

も
便
利
そ
う
だ
が
、
危
険
な
も
の
な
ら
誰
も
乗
り
た
く
な
い
だ
ろ
う
。
東
京
情
報
大
学
総
合
情
報
学
部
総
合
情
報
学
科
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
盤
研
究
室
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
構
造
を
ゼ
ロ
か
ら
見
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す
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と
で
、
未
来
の
空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
に
も
応
用
で
き

る
、
墜
落
し
な
い
新
型
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
に
挑
戦
し
て
い
る
。

空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
に
応
用
も

墜
落
し
な
い
新
型
ド
ロ
ー
ン
開
発
へ
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ド
ロ
ー
ン
技
術
の
未
来

　
ド
ロ
ー
ン（drone

）と
は
、
様
々
な
形
を
し
た
無
人
航
空

機（unm
anned aerial vehicle

）の
総
称
で
Ｕ
Ａ
Ｖ
と
も

呼
ば
れ
る
。ド
ロ
ー
ン
を
用
途
で
分
類
す
る
と
、大
ま
か
に
次

の
７
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

①
単
に
飛
ば
す
　
単
に
飛
行
さ
せ
る
だ
け
に
も
利
用
さ

れ
る
。複
数
人
で
レ
ー
ス
を
競
う
の
も
、こ
の
用
途
で
あ
る
。

　
②
撮
影
す
る
　
４
Ｋ
や
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
カ
メ
ラ
を
搭

載
す
る
ド
ロ
ー
ン
も
多
く
、
撮
影
目
的
に
使
用
さ
れ
る
。赤

外
線
カ
メ
ラ
を
用
い
た
精
密
農
業
の
実
用
化
も
進
ん
で
い

る
。

　
③
見
守
る
　
建
物
内
や
自
宅
外
観
の
監
視
に
利
用
で
き

る
。

　
④
調
査
す
る
　
測
量
や
遭
難
者
発
見
に
利
用
さ
れ
る
。

将
来
は
、
数
キ
ロ
先
の
渋
滞
状
況
も
調
査
可
能
に
な
る
だ
ろ

う
。

　
⑤
荷
物
を
運
ぶ
　
国
内
外
で
利
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。災

害
時
の
物
資
輸
送
や
携
帯
電
話
中
継
装
置
の
上
空
保
持
を

行
え
ば
、人
命
救
助
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
⑥
人
を
運
ぶ
　
海
外
で
は
フ
ラ
イ
ン
グ
・
タ
ク
シ
ー

（Flying T
axi

）
や
ア
ー
バ
ン
・
エ
ア
・
モ
ビ
リ
テ
ィ

（U
rban A

ir M
obility

）と
呼
ば
れ
、
現
在
実
用
化
実
験

が
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

　
⑦
お
供
す
る
　
人
を
追
尾
す
る
機
能
を
備
え
た
ド
ロ
ー

ン
も
多
く
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
お
供
と
し
て
人
間
を
追
尾
（
飛

行
）さ
せ
た
り
、
外
出
時
の
高
齢
者
の
お
供
、
犬
を
ド
ロ
ー
ン

が
散
歩
さ
せ
る
時
代
も
来
る
か
も
し
れ
な
い
。ド
ロ
ー
ン
搭

載
の
カ
メ
ラ
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
の
心
拍
数
を
計
測
し
、高
過
ぎ

た
ら
警
告
す
る
装
置
も
容
易
に
開
発
可
能
で
あ
る
。

ド
ロ
ー
ン
は
墜
落
し
や
す
い

　
ド
ロ
ー
ン
は
、と
て
も
墜
落
し
や
す
い
。大
き
な
主
翼
を
持

つ
固
定
翼
の
航
空
機
と
違
い
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
や
ド
ロ
ー
ン
の
よ

う
な
回
転
翼
機
は
、
動
力
を
失
う
と
瞬
時
に
垂
直
に
落
下

墜
落
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
で
あ
る
。一
度
墜
落
す
れ
ば
、

人
の
搭
乗
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
上
の
通
行
人
へ
の
衝

突
の
恐
れ
も
あ
り
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ
か
ね
な
い
。そ
の

た
め
、
ド
ロ
ー
ン
を
墜
落
さ
せ
な
い
構
造
に
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
て
い
る
が
、
ド
ロ
ー
ン
の
墜
落
時
の
安
全
研
究
は
あ
っ
て

も
、墜
落
そ
の
も
の
を
回
避
す
る
安
全
研
究
は
少
な
い
。

　
私
の
専
攻
は
航
空
工
学
で
は
な
い
が
、
子
供
の
頃
か
ら
ラ

ジ
コ
ン
飛
行
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
を
趣
味
と
し
て
い
た
た
め
、
航

空
機
の
振
る
舞
い
を
実
体
験
で
体
得
し
て
き
た
。ラ
ジ
コ
ン
ヘ

リ
コ
プ
タ
の
操
縦
の
難
し
さ
と
危
険
性
を
理
解
し
て
い
た
の

で
、ド
ロ
ー
ン
が
普
及
し
始
め
る
と
、そ
の
危
険
性
を
危
惧
し

た
。２
０
１
５
年
12
月
に
は
、
改
正
航
空
法
で
ド
ロ
ー
ン
の
飛

行
許
可
申
請
制
度
が
始
ま
っ
た
。私
も
教
育
の
必
要
性
を

痛
感
し
、
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
半
期
15
コマ
授
業「
ド
ロ
ー

ン
安
全
工
学
」を
開
講
し
、安
全
教
育
も
始
め
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
原
理

　
ド
ロ
ー
ン
は
ど
の
よ
う
に
し
て
飛
ぶ
の
か
？
　
最
も
一
般

的
な
４
枚
の
プ
ロ
ペ
ラ
か
ら
な
る
マ
ル
チ
コ
プ
タ
型
ド
ロ
ー
ン
を

例
に
そ
の
原
理
を
見
て
み
よ
う
。ド
ロ
ー
ン
の
動
き
は
、
図
１

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
の
動
き
と
同
じ
で
あ
る
。前
後
方
向
の
傾
き
を

ピ
ッ
チ（Pitch

）、
横
方
向
の
傾
き
を
ロ
ー
ル（Roll

）、
機
体

を
上
か
ら
見
た
回
転
方
向
の
傾
き
を
ヨ
ー（Y

aw
）と
い
う
。

図
２
はPitch

軸
を
下
に
傾
け
て
機
体
が
前
進
す
る
状
態

を
、
図
３
はRoll

軸
を
左
に
傾
け
て
機
体
が
左
に
進
む
状

態
を
、
図
４
はY

aw

軸
を
右
に
傾
け
て
機
体
を
時
計
方
向

に
回
転
さ
せ
る
状
態
を
表
す
。

　
４
枚
プ
ロペ
ラ
を
持
つ
ド
ロ
ー
ン
も
、ヘ
リ
コ
プ
タ
と
全
く
同

じ
動
き
が
で
き
る
。図
５
〜
７
の
ド
ロ
ー
ン
に
お
い
て
、Ｃ
Ｗ
は

時
計
方
向
に
回
転
す
る
プ
ロ
ペ
ラ
を
、Ｃ
Ｃ
Ｗ
は
反
時
計
方

向
に
回
転
す
る
プ
ロ
ペ
ラ
を
表
す
。図
５
の
ド
ロ
ー
ン
で
前
２

つ
の
プ
ロ
ペ
ラ
回
転
力
を

弱
め
、
後
ろ
２
つ
の
プ
ロ

ペ
ラ
回
転
力
を
強
め
る

と
、
図
２
と
同
様
に
前

進
す
る
。図
６
の
ド

ロ
ー
ン
で
左
２
つ
の
プ
ロ

ペ
ラ
回
転
力
を
弱
め
、

右
２
つ
の
プ
ロ
ペ
ラ
回
転

力
を
強
め
る
と
、
図
３

と
同
様
に
左
に
進
む
。

図
７
の
ド
ロ
ー
ン
で
２
つ
の
Ｃ

Ｗ
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
力
を
弱

め
、
２
つ
の
Ｃ
Ｃ
Ｗ
プ
ロペ
ラ
の

回
転
力
を
強
め
る
と
、プ
ロペ

ラ
の
反
ト
ル
ク
に
よ
り
、図
４

と
同
様
にY
aw

軸
を
右
に

傾
け
て
機
体
を
時
計
方
向

に
回
転
さ
せ
る
。こ
れ
ら
の
動
作
原
理
に
よ
り
、
ド
ロ
ー
ン
は

前
後
左
右
任
意
の
方
向
に
３
次
元
を
自
由
自
在
に
飛
行
で

き
る
の
で
あ
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
は
、プ
ロペ
ラ
に
よ
り
発
生
す
る
推
進
力（
風
力
）

の
み
で
浮
上
し
進
む
の
で
、
外
部
の
風
力
の
影
響
で
簡
単
に

安
定
性
を
失
う
。だ
か
ら
、風
の
強
い
日
は
飛
行
さ
せ
て
は
い

け
な
い
。

空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー

　
ド
バ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、中
国
、米
国
な
ど
で
は
既
に
、空

飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
の
実
用
化
実
験
が
始
ま
っ
て
い
る
。中
国
と
米

欧
の
航
空
機
・
自
動
車
企
業
が
こ
ぞ
っ
て
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
日
本
で
は
同
業
種
の
企
業
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
皆
無
で
、出
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
先
行
す
る
海
外
企
業
が
ド
ロ
ー
ン
の
安

全
研
究
を
十
分
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。そ
こ
で
、
私
た

ち
は
墜
落
し
な
い
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
に
向
け
て
、
ド
ロ
ー
ン
を

安
全
な
構
造
に
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。ま
ず
２
０
１
７

年
に
は
、図
８
の
プ
ロペ
ラ
８
枚
中
４
枚
が
故
障
し
て
も
安
定

し
て
飛
行
で
き
る
新
型
ド
ロ
ー
ン
を
米
国
航
空
宇
宙
学
会

で
公
表
し
た
。こ
の
新
型
ド
ロ
ー
ン
の
特
徴
は
、故
障
を
検
出

す
る
必
要
は
な
く
、故
障
し
て
も
安
定
し
て
飛
行
で
き
る
と

い
う
優
れ
た
方
式
で
あ
る
。

　
次
に
２
０
１
８
年
に
は
、
図
８
の
唯
一
の
欠
点
で
あ
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
低
下
を
回
避
し
、
か
つ
、
図
８
の
特
徴
を
備

え
た
新
型
ド
ロ
ー
ン
を
米
国
航
空
宇
宙
学
会
で
公
表
し
た

（
図
９
）。こ
の
新
型
ド
ロ
ー
ン
は
、
耐
故
障
性
、
安
定
性
、
機

体
サ
イ
ズ
、重
量
、エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
、航
続
距
離
、積
載
ペ
イ

ロ
ー
ド
な
ど
、す
べ
て
の
項
目
で
優
れ
て
い
る
新
し
い
フ
レ
ー
ム

構
造
で
あ
る
。こ
の
方
式
で
空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
が
実
用
化
さ

れ
れ
ば
、
世
界
の
他
の
ど
の
ド
ロ
ー
ン
に
も
引
け
を
取
ら
な
い

安
全
な
も
の
と
な
る
は
ず
だ
。

　
４
枚
プ
ロ
ペ
ラ
の
ド
ロ
ー
ン
は
プ
ロ
ペ
ラ
が
１
枚
で
も
故
障

す
る
と
、い
と
も
簡
単
に
墜
落
す
る
。２
０
１
９
年
度
以
降
の

研
究
課
題
と
し
て
、
４
枚
プ
ロ
ペ
ラ
ド
ロ
ー
ン
の
墜
落
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
新
し
い
墜
落
し
な
い
ド

ロ
ー
ン
の
研
究
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
が
自
動
車
の
よ
う
に
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

た
め
に
は
、ド
ロ
ー
ン
の
安
全
研
究
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

本
研
究
を
進
め
、今
後
も
そ
の
成
果
を
世
界
に
発
信
し
て
い

き
た
い
。

図１ ヘリコプタのPitch, Roll, Yaw軸

図２ Pitch軸を下に傾けたヘリコプタ

図３ Roll軸を左に傾けたヘリコプタ

図８ 新型ドローン１

図４ Yaw軸を右に傾けたヘリコプタ

図5 前進するドローン

図９ 新型ドローン２

図６ 左に進むドローン図７ 時計方向に回転するドローン
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営
農
集
団
利
用
組
合
の
一
員

　
網
走
寒
冷
地
農
場
は
１
９
８
２
年
、
生
物
産
業
学
部
の

開
設
（
89
年
）
に
先
駆
け
て
、
産
学
官
が
一
体
と
な
っ
た

教
育
研
究
を
推
進
し
地
域
と
共
に
歩
む
大
学
農
場
を
目
指

し
て
開
設
さ
れ
た
。
約
21
㌶
の
ほ
場
で
は
、
秋
ま
き
コ
ム

ギ
、
ビ
ー
ル
オ
オ
ム
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
種
子
馬
鈴
薯
）、

ビ
ー
ト
（
甜
菜
）
な
ど
北
海
道
を
代
表
す
る
畑
作
物
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
農
場
の
最
大
の
特
色
は
、
農
場
職

員
が
農
業
者
の
資
格
を
持
ち
、
地
元
の
農
家
10
戸
で
構
成

す
る
農
事
組
合
法
人
網
走
農
場
（
営
農
集
団
利
用
組
合
）

の
一
員
と
な
っ
て
い
る
点
だ
。
試
験
ほ
場
以
外
の
農
作
業

は
、
地
域
農
家
と
一
体
と
な
り
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を

使
っ
て
組
織
的
に
行
い
、
生
産
物
も
販
売
し
て
い
る
。
農

事
組
合
法
人
網
走
農
場
の
全
面
的
な
協
力
・
支
援
を
受
け

毎
年
平
均
５
０
０
万
円
程
度
の
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。

実
際
の
生
産
現
場
で
実
習

　
多
く
の
利
益
を
上

げ
て
い
る
こ
と
だ
け

が
利
点
で
は
な
い
。

寒
冷
地
農
場
職
員
が

農
事
組
合
法
人
網
走

農
場
の
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
こ
と

で
、
学
生
の
実
習
は

現
実
の
生
産
現
場
の

中
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
地
元

農
家
の
協
力
で
、
寒
冷
地
農
場
の
外
の
ほ
場
も
実
習
の
場

と
し
て
提
供
さ
れ
、
学
生
た
ち
は
プ
ロ
の
農
家
の
指
導
を

受
け
る
。
東
京
農
大
が
掲
げ
る
「
実
学
主
義
」
に
か
な
う

実
習
が
可
能
に
な
る
。

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ
り
広
い
！
」

　
７
月
５
日
、
自
然
資
源
経
営
学
科
１
年
の
実
習
を
見
学

し
た
。
朝
８
時
過
ぎ
、
大
学
を
出
発
し
た
バ
ス
は
約
20
分

で
第
21
営
農
集
団
利
用
組
合
の
事
務
所
に
着
い
た
。
板
垣

克
司
組
合
長
ら
農
家
の
み
な
さ
ん
が
待
っ
て
い
た
。
板
垣

さ
ん
は
約
60
人
の
学
生
た
ち
に
「
ケ
ガ
す
る
こ
と
な
く
十

分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
何
か
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
農
家

の
人
に
言
う
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ
。
学
生
た
ち
は
６
人

程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
各
農
家
に
向
か
っ
た
。

板
垣
さ
ん
は
「
実
習
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
30
年

以
上
に
な
り
ま
す
。毎
年
、こ
の
時
期
が
近
く
な
る
と
、『
あ

そ
こ
の
畑
の
作
業
を
残
し
て
お
こ
う
』
と
考
え
る
わ
け
で

す
」
と
言
う
。
農
家
の
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
実

習
な
の
だ
。

　
安
達
耕
平
さ
ん
の
ビ
ー
ト
畑
で
は
学
生
７
人
が
草
取
り

を
し
て
い
た
。
端
か
ら
端
ま
で
１
５
０
㍍
以
上
。
横
一
列

に
並
ん
で
進
み
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
オ
オ
ム
ギ
の
茎
を
見
つ

け
る
と
引
き
抜
い
て
、
腰
に
結
わ
え
た
肥
料
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
い
く
。
何
度
も
往
復
す
る
。「
グ
ラ
ウ
ン
ド

よ
り
広
い
！
」
と
驚
い
て
い
た
の
は
野
球
部
で
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
務
め
る
藤
野
康
一
さ
ん
。「
今
日
は
私
た
ち
が

い
ま
す
が
、
普
段
は
農
家
の
人
だ
け
で
、
こ
の
広
い
畑
の

世
話
を
す
る
ん
で
し
ょ
。
農
家
の
人
は
本
当
に
た
い
へ
ん

で
す
」。
実
習
は
昼
食
休
憩
を
挟
ん
で
午
後
３
時
過
ぎ
ま

で
続
い
た
。

欠
か
せ
ぬ
労
働
力

　
ナ
ガ
イ
モ
ほ
場
に
回
っ
た
学
生
た
ち
は
、
１
畝
長
さ
３

６
０
㍍
に
20
㌢
間
隔
で
植
え
ら
れ
た
ナ
ガ
イ
モ
の
間
か
ら

伸
び
て
い
る
雑
草
を
、腰
を
か
が
め
て
引
き
抜
い
て
い
た
。

畝
は
32
本
も
あ
る
。
農
家
の
石
原
亮
さ
ん
は
「
今
日
は
実

習
で
す
が
、
網
走
の
農
家
に
と
っ
て
農
大
生
の
ア
ル
バ
イ

ト
は
欠
か
せ
な
い
労
働
力
で
す
。
春
と
秋
の
繁
忙
期
は
ホ

タ
テ
漁
と
も
重
な
り
奪
い
合
い
に
な
り
ま
す
。
ア
ル
バ
イ

ト
の
時
に
は
し
っ
か
り
働
い
て
も
ら
い
ま
す
よ
」。
休
憩

中
の
学
生
を
見
て
笑
い
な
が
ら
話
し
た
。

Ｏ
Ｂ
農
家
が
指
導

　
翌
６
日
は
北
方
圏
農
学
科
１
年
生
約
１
２
０
人
の
実
習

を
見
学
し
た
。
う
ち
男
子
の
み
78
人
が
朝
、
バ
ス
２
台
で

向
か
っ
た
の
は
、
大
学
か
ら
40
分
以
上
か
か
る
東
藻
琴
ほ

場
。
寒
冷
地
農
場
も
加
わ
る
農
事
組
合
法
人
網
走
農
場
が

所
有
す
る
飛
び
地
の
ほ
場
だ
。
山
林
を
切
り
開
い
て
整
備

し
た
ほ
場
は
24
㌶
で
、
な
だ
ら
か
な
傾
斜
が
あ
る
。
学
生

た
ち
は
４
㌶
の
ビ
ー

ト
畑
２
枚
の
草
取
り

を
す
る
。

　
横
一
列
に
並
ん
で

進
み
始
め
た
列
は
、

速
さ
に
差
が
出
て
、

す
ぐ
に
乱
れ
た
。
早

く
進
ん
だ
学
生
に
、

「
お
ー
い
、
こ
こ
に
あ

る
の
何
？
　
ち
ょ
っ

と
戻
っ
て
」
と
声
を

か
け
て
い
た
の
は
、
指
導
役
と
し
て
参
加
し
た
農
家
の
小

田
切
康
朗
さ
ん
（
31
）。
自
身
も
生
物
産
業
学
部
生
物
生

産
学
科
（
現
北
方
圏
農
学
科
）
卒
の
Ｏ
Ｂ
だ
。「
最
初
、

学
生
の
指
導
を
す
る
の
は
不
思
議
な
気
分
で
し
た
が
、
も

う
７
年
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
差
は
大
き
い
で
す
ね
。
農

業
高
校
出
身
者
や
農
家
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し
て
い
る
人

は
、
目
が
慣
れ
て
い
る
の
で
見
落
と
し
は
少
な
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
や
る
気
の
差
も
大
き
い
で
す
が
」
と
笑
う
。

「
未
来
の
日
本
農
業
を
学
ぶ
」

　
昼
食
休
憩
で
畑
か
ら
戻
っ
て
き
た
赤
嶺
圭
哉
さ
ん
は
沖

縄
県
糸
満
市
出
身
。
南
の
国
か
ら
北
国
へ
。「
オ
ホ
ー
ツ

ク
で
行
わ
れ
て
い
る
大
規
模
な
機
械
化
農
業
に
日
本
農
業

の
未
来
が
あ
る
と
思
い
、
学
び
に
来
ま
し
た
。
取
り
残
し

な
く
草
取
り
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
こ
の
作
業

も
い
ず
れ
機
械
化
が
実
現
す
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
今
は

人
力
で
や
る
し
か
な
い
。
畑
の
広
さ
は
、
見
る
だ
け
と
実

際
に
作
業
を
す
る
の
で
は
全
く
違
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
」
と
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
た
。

意
欲
を
語
る
技
術
練
習
生

　
神
奈
川
県
出
身
の
加
藤
俊
弥
さ
ん
と
埼
玉
県
出
身
の
篠

澤
大
樹
さ
ん
の
２
人
は
農
場
技
術
練
習
生
と
し
て
こ
の
農

場
で
学
ん
で
い
る
。
１
年
間
の
研
修
で
農
業
の
基
本
的
な

理
論
と
技
術
を
修
得
し
、農
場
長
の
推
薦
が
得
ら
れ
れ
ば
、

翌
年
に
東
京
農
大
へ
優
先
的
に
入
学
が
で
き
る
推
薦
入
試

を
受
け
ら
れ
る
。
２
人
は「
実
践
的
に
農
業
を
学
び
た
い
」

「
農
業
の
現
場
で
知
識
を
深
め
た
い
」
な
ど
の
理
由
で
寒

冷
地
農
場
で
の
技
術
練
習
生
を
志
望
し
た
と
い
う
。
ベ
テ

ラ
ン
の
農
業
者
で
あ
る
網
走
寒
冷
地
農
場
運
営
協
議
会
雇

用
の
調
査
員
２
人
か
ら
付
き
っ

切
り
で
指
導
を
受
け
る
２
人

は
、
ま
だ
志
望
学
部
を
決
め
て

い
な
い
。「
こ
こ
で
し
か
で
き

な
い
農
作
業
、
こ
こ
で
し
か
育

た
な
い
作
物
が
あ
る
。
後
悔
な

い
よ
う
経
験
を
積
ん
で
大
学
の

学
び
に
つ
な
げ
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
て
い
た
。

「
広
さ
は
あ
り
が
た
い
」

　
農
場
は
研
究
の
場
で
も
あ
る
。
地
元
農
家
の
要
望
に
応

え
る
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
吉
田
穂
積
・
生
物
産
業

学
部
長
の
研
究
室
に
所
属
す
る
４
年
の
藤
田
晋
久
さ
ん

は
、
ビ
ー
ル
オ
オ
ム
ギ
の
出
穂
調
査
の
た
め
、
１
日
お
き

に
農
場
に
来
る
と
い
う
。「
こ
れ
だ
け
広
い
畑
で
研
究
で

き
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
で
す
。
対
象
の
分
母
が
増
え
れ

ば
研
究
の
精
度
も
上
が
り
ま
す
」
と
言
う
。
藤
田
さ
ん
は

大
学
院
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
。

「
幅
広
く
利
用
を
」

　
亀
山
祐
一
農
場
長
は
「
農
事
組
合
法
人
に
加
わ
っ
て
い

る
こ
と
で
、
東
京
農
大
は
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
農
場
職
員
の
現
場
ス
タ
ッ
フ
が
日
常
業

務
に
加
え
、
周
辺
農
家
、
営
農
集
団
利
用
組
合
と
の
関
係

に
心
を
砕
き
、
良
好
な
関
係
が
維
持
で
き
て
い
る
か
ら
こ

そ
の
こ
と
で
す
。
生
物
産
業
学
部
の
学
生
た
ち
に
は
営
農

の
現
場
で
学
べ
る
こ
と
の
希
少
さ
を
も
っ
と
感
じ
取
っ
て

ほ
し
い
し
、
世
田
谷
・
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
員
、
学
生

も
積
極
的
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
い
た
。

亀山農場長(右)と國分職員

東藻琴の広大なビート畑での除草作業

練習生の加藤さん(左)と篠澤さん

寒冷地農場でのビール麦畑の除草作業

　東京農業大学北海道オホーツクキャンパスから東へ約17㌔。どこまでも続く広大な農地のその中に東京農大生物産業学
部網走寒冷地農場がある。東京農大の農場・植物園・演習林の中で最北端に位置する農場だ。生物産業学部の学生たちは北
のこの大地で、ここでしか学べない、ここでしか研究できないものをつかみ取っているようだ。その学びから、日本の農業
の未来が開けていくのではないか。そう強く感じた。　　　　　　　　　　　　　　　(東京農業大学客員教授・鈴木敬吾)
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ね
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営
農
集
団
利
用
組
合
の
一
員

　
網
走
寒
冷
地
農
場
は
１
９
８
２
年
、
生
物
産
業
学
部
の

開
設
（
89
年
）
に
先
駆
け
て
、
産
学
官
が
一
体
と
な
っ
た

教
育
研
究
を
推
進
し
地
域
と
共
に
歩
む
大
学
農
場
を
目
指

し
て
開
設
さ
れ
た
。
約
21
㌶
の
ほ
場
で
は
、
秋
ま
き
コ
ム

ギ
、
ビ
ー
ル
オ
オ
ム
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
種
子
馬
鈴
薯
）、

ビ
ー
ト
（
甜
菜
）
な
ど
北
海
道
を
代
表
す
る
畑
作
物
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
農
場
の
最
大
の
特
色
は
、
農
場
職

員
が
農
業
者
の
資
格
を
持
ち
、
地
元
の
農
家
10
戸
で
構
成

す
る
農
事
組
合
法
人
網
走
農
場
（
営
農
集
団
利
用
組
合
）

の
一
員
と
な
っ
て
い
る
点
だ
。
試
験
ほ
場
以
外
の
農
作
業

は
、
地
域
農
家
と
一
体
と
な
り
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を

使
っ
て
組
織
的
に
行
い
、
生
産
物
も
販
売
し
て
い
る
。
農

事
組
合
法
人
網
走
農
場
の
全
面
的
な
協
力
・
支
援
を
受
け

毎
年
平
均
５
０
０
万
円
程
度
の
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。

実
際
の
生
産
現
場
で
実
習

　
多
く
の
利
益
を
上

げ
て
い
る
こ
と
だ
け

が
利
点
で
は
な
い
。

寒
冷
地
農
場
職
員
が

農
事
組
合
法
人
網
走

農
場
の
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
こ
と

で
、
学
生
の
実
習
は

現
実
の
生
産
現
場
の

中
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
地
元

農
家
の
協
力
で
、
寒
冷
地
農
場
の
外
の
ほ
場
も
実
習
の
場

と
し
て
提
供
さ
れ
、
学
生
た
ち
は
プ
ロ
の
農
家
の
指
導
を

受
け
る
。
東
京
農
大
が
掲
げ
る
「
実
学
主
義
」
に
か
な
う

実
習
が
可
能
に
な
る
。

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ
り
広
い
！
」

　
７
月
５
日
、
自
然
資
源
経
営
学
科
１
年
の
実
習
を
見
学

し
た
。
朝
８
時
過
ぎ
、
大
学
を
出
発
し
た
バ
ス
は
約
20
分

で
第
21
営
農
集
団
利
用
組
合
の
事
務
所
に
着
い
た
。
板
垣

克
司
組
合
長
ら
農
家
の
み
な
さ
ん
が
待
っ
て
い
た
。
板
垣

さ
ん
は
約
60
人
の
学
生
た
ち
に
「
ケ
ガ
す
る
こ
と
な
く
十

分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
何
か
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
農
家

の
人
に
言
う
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ
。
学
生
た
ち
は
６
人

程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
各
農
家
に
向
か
っ
た
。

板
垣
さ
ん
は
「
実
習
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
30
年

以
上
に
な
り
ま
す
。毎
年
、こ
の
時
期
が
近
く
な
る
と
、『
あ

そ
こ
の
畑
の
作
業
を
残
し
て
お
こ
う
』
と
考
え
る
わ
け
で

す
」
と
言
う
。
農
家
の
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
実

習
な
の
だ
。

　
安
達
耕
平
さ
ん
の
ビ
ー
ト
畑
で
は
学
生
７
人
が
草
取
り

を
し
て
い
た
。
端
か
ら
端
ま
で
１
５
０
㍍
以
上
。
横
一
列

に
並
ん
で
進
み
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
オ
オ
ム
ギ
の
茎
を
見
つ

け
る
と
引
き
抜
い
て
、
腰
に
結
わ
え
た
肥
料
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
い
く
。
何
度
も
往
復
す
る
。「
グ
ラ
ウ
ン
ド

よ
り
広
い
！
」
と
驚
い
て
い
た
の
は
野
球
部
で
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
務
め
る
藤
野
康
一
さ
ん
。「
今
日
は
私
た
ち
が

い
ま
す
が
、
普
段
は
農
家
の
人
だ
け
で
、
こ
の
広
い
畑
の

世
話
を
す
る
ん
で
し
ょ
。
農
家
の
人
は
本
当
に
た
い
へ
ん

で
す
」。
実
習
は
昼
食
休
憩
を
挟
ん
で
午
後
３
時
過
ぎ
ま

で
続
い
た
。

欠
か
せ
ぬ
労
働
力

　
ナ
ガ
イ
モ
ほ
場
に
回
っ
た
学
生
た
ち
は
、
１
畝
長
さ
３

６
０
㍍
に
20
㌢
間
隔
で
植
え
ら
れ
た
ナ
ガ
イ
モ
の
間
か
ら

伸
び
て
い
る
雑
草
を
、腰
を
か
が
め
て
引
き
抜
い
て
い
た
。

畝
は
32
本
も
あ
る
。
農
家
の
石
原
亮
さ
ん
は
「
今
日
は
実

習
で
す
が
、
網
走
の
農
家
に
と
っ
て
農
大
生
の
ア
ル
バ
イ

ト
は
欠
か
せ
な
い
労
働
力
で
す
。
春
と
秋
の
繁
忙
期
は
ホ

タ
テ
漁
と
も
重
な
り
奪
い
合
い
に
な
り
ま
す
。
ア
ル
バ
イ

ト
の
時
に
は
し
っ
か
り
働
い
て
も
ら
い
ま
す
よ
」。
休
憩

中
の
学
生
を
見
て
笑
い
な
が
ら
話
し
た
。

Ｏ
Ｂ
農
家
が
指
導

　
翌
６
日
は
北
方
圏
農
学
科
１
年
生
約
１
２
０
人
の
実
習

を
見
学
し
た
。
う
ち
男
子
の
み
78
人
が
朝
、
バ
ス
２
台
で

向
か
っ
た
の
は
、
大
学
か
ら
40
分
以
上
か
か
る
東
藻
琴
ほ

場
。
寒
冷
地
農
場
も
加
わ
る
農
事
組
合
法
人
網
走
農
場
が

所
有
す
る
飛
び
地
の
ほ
場
だ
。
山
林
を
切
り
開
い
て
整
備

し
た
ほ
場
は
24
㌶
で
、
な
だ
ら
か
な
傾
斜
が
あ
る
。
学
生

た
ち
は
４
㌶
の
ビ
ー

ト
畑
２
枚
の
草
取
り

を
す
る
。

　
横
一
列
に
並
ん
で

進
み
始
め
た
列
は
、

速
さ
に
差
が
出
て
、

す
ぐ
に
乱
れ
た
。
早

く
進
ん
だ
学
生
に
、

「
お
ー
い
、
こ
こ
に
あ

る
の
何
？
　
ち
ょ
っ

と
戻
っ
て
」
と
声
を

か
け
て
い
た
の
は
、
指
導
役
と
し
て
参
加
し
た
農
家
の
小

田
切
康
朗
さ
ん
（
31
）。
自
身
も
生
物
産
業
学
部
生
物
生

産
学
科
（
現
北
方
圏
農
学
科
）
卒
の
Ｏ
Ｂ
だ
。「
最
初
、

学
生
の
指
導
を
す
る
の
は
不
思
議
な
気
分
で
し
た
が
、
も

う
７
年
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
差
は
大
き
い
で
す
ね
。
農

業
高
校
出
身
者
や
農
家
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し
て
い
る
人

は
、
目
が
慣
れ
て
い
る
の
で
見
落
と
し
は
少
な
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
や
る
気
の
差
も
大
き
い
で
す
が
」
と
笑
う
。

「
未
来
の
日
本
農
業
を
学
ぶ
」

　
昼
食
休
憩
で
畑
か
ら
戻
っ
て
き
た
赤
嶺
圭
哉
さ
ん
は
沖

縄
県
糸
満
市
出
身
。
南
の
国
か
ら
北
国
へ
。「
オ
ホ
ー
ツ

ク
で
行
わ
れ
て
い
る
大
規
模
な
機
械
化
農
業
に
日
本
農
業

の
未
来
が
あ
る
と
思
い
、
学
び
に
来
ま
し
た
。
取
り
残
し

な
く
草
取
り
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
こ
の
作
業

も
い
ず
れ
機
械
化
が
実
現
す
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
今
は

人
力
で
や
る
し
か
な
い
。
畑
の
広
さ
は
、
見
る
だ
け
と
実

際
に
作
業
を
す
る
の
で
は
全
く
違
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
」
と
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
た
。

意
欲
を
語
る
技
術
練
習
生

　
神
奈
川
県
出
身
の
加
藤
俊
弥
さ
ん
と
埼
玉
県
出
身
の
篠

澤
大
樹
さ
ん
の
２
人
は
農
場
技
術
練
習
生
と
し
て
こ
の
農

場
で
学
ん
で
い
る
。
１
年
間
の
研
修
で
農
業
の
基
本
的
な

理
論
と
技
術
を
修
得
し
、農
場
長
の
推
薦
が
得
ら
れ
れ
ば
、

翌
年
に
東
京
農
大
へ
優
先
的
に
入
学
が
で
き
る
推
薦
入
試

を
受
け
ら
れ
る
。
２
人
は「
実
践
的
に
農
業
を
学
び
た
い
」

「
農
業
の
現
場
で
知
識
を
深
め
た
い
」
な
ど
の
理
由
で
寒

冷
地
農
場
で
の
技
術
練
習
生
を
志
望
し
た
と
い
う
。
ベ
テ

ラ
ン
の
農
業
者
で
あ
る
網
走
寒
冷
地
農
場
運
営
協
議
会
雇

用
の
調
査
員
２
人
か
ら
付
き
っ

切
り
で
指
導
を
受
け
る
２
人

は
、
ま
だ
志
望
学
部
を
決
め
て

い
な
い
。「
こ
こ
で
し
か
で
き

な
い
農
作
業
、
こ
こ
で
し
か
育

た
な
い
作
物
が
あ
る
。
後
悔
な

い
よ
う
経
験
を
積
ん
で
大
学
の

学
び
に
つ
な
げ
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
て
い
た
。

「
広
さ
は
あ
り
が
た
い
」

　
農
場
は
研
究
の
場
で
も
あ
る
。
地
元
農
家
の
要
望
に
応

え
る
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
吉
田
穂
積
・
生
物
産
業

学
部
長
の
研
究
室
に
所
属
す
る
４
年
の
藤
田
晋
久
さ
ん

は
、
ビ
ー
ル
オ
オ
ム
ギ
の
出
穂
調
査
の
た
め
、
１
日
お
き

に
農
場
に
来
る
と
い
う
。「
こ
れ
だ
け
広
い
畑
で
研
究
で

き
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
で
す
。
対
象
の
分
母
が
増
え
れ

ば
研
究
の
精
度
も
上
が
り
ま
す
」
と
言
う
。
藤
田
さ
ん
は

大
学
院
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
。

「
幅
広
く
利
用
を
」

　
亀
山
祐
一
農
場
長
は
「
農
事
組
合
法
人
に
加
わ
っ
て
い

る
こ
と
で
、
東
京
農
大
は
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
農
場
職
員
の
現
場
ス
タ
ッ
フ
が
日
常
業

務
に
加
え
、
周
辺
農
家
、
営
農
集
団
利
用
組
合
と
の
関
係

に
心
を
砕
き
、
良
好
な
関
係
が
維
持
で
き
て
い
る
か
ら
こ

そ
の
こ
と
で
す
。
生
物
産
業
学
部
の
学
生
た
ち
に
は
営
農

の
現
場
で
学
べ
る
こ
と
の
希
少
さ
を
も
っ
と
感
じ
取
っ
て

ほ
し
い
し
、
世
田
谷
・
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
員
、
学
生

も
積
極
的
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
い
た
。

亀山農場長(右)と國分職員

東藻琴の広大なビート畑での除草作業

練習生の加藤さん(左)と篠澤さん

寒冷地農場でのビール麦畑の除草作業

　東京農業大学北海道オホーツクキャンパスから東へ約17㌔。どこまでも続く広大な農地のその中に東京農大生物産業学
部網走寒冷地農場がある。東京農大の農場・植物園・演習林の中で最北端に位置する農場だ。生物産業学部の学生たちは北
のこの大地で、ここでしか学べない、ここでしか研究できないものをつかみ取っているようだ。その学びから、日本の農業
の未来が開けていくのではないか。そう強く感じた。　　　　　　　　　　　　　　　(東京農業大学客員教授・鈴木敬吾)
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広大な農地で
教育・研究・営農

北の大地に学ぶ

東京農大網走寒冷地農場

し
ゅ
っ
す
い

う
ね
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４
月
に
開
校
し
た
東
京
農
業
大
学
稲
花
小
学
校
の
１
年

生
72
人
が
５
月
23
日
、
初
め
て
の
田
植
え
に
挑
戦
し
た
。水

田
の
泥
に
足
を
取
ら
れ
た
り
、
座
り
込
ん
で
お
尻
を
田
ん
ぼ

に
浸
け
た
り
と
、泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
苗
を
植
え
て
い
た
。

　
週
１
回
の
総
合
学
習
「
稲
花
タ
イ
ム
」
で
実
施
し
て
い
る

「
食
と
農
の
学
習
」の
一
環
。事
前
に
様
々
な
稲
の
品
種
を
見

比
べ
、白
米
・
玄
米
・
種
も
み
の
違
い
を
学
び
、こ
の
日
の
田

植
え
と
な
っ
た
。横
浜
市
青
葉
区
田
奈
町
、
野
路
秀
雄
さ
ん

の
水
田
を
借
用
。応
用
生
物
科
学
部
の
横
田
健
治
教
授
、野

口
智
弘
教
授
の
ほ
か
、
大
学
院
・
学
部
学
生
７
人
が
指
導

役
で
備
え
た
。

　
野
路
さ
ん
が「
１
本
の
苗
か
ら
５
０
０
か
ら
７
０
０
粒
の
お

米
が
で
き
ま
す
。大
切
に
植
え
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
呼
び
か

け
、
横
田
教
授
が「
さ
あ
、
田
ん
ぼ
に
入
り
ま
し
ょ
う
」と
声

を
か
け
て
田
植
え
が
始
ま
っ
た
。最
初
の
う
ち
は
田
ん
ぼ
に

入
る
の
を
怖
が
る
子
ど
も
も
い
た
が
、
先
に
入
っ
た
友
だ
ち

の
歓
声
を

聞
く
と
、

そ
れ
を
追

う
よ
う
に

田
ん
ぼ
に

入
っ
た
。

　
子
ど
も

た
ち
は
学

生
た
ち
か

ら
苗
を
受

け
取
り
、

次
々
と
泥

の
中
に
手

を
突
っ
込

み
、「
倒
れ
ち
ゃ
う
よ
ぉ
」な
ど
と
大
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
植

え
て
いっ
た
。と
て
も
整
然
と
し
た
植
え
方
と
は
言
え
な
い

が
、米
づ
く
り
の
最
初
を
体
で
学
ん
だ
よ
う
だ
。

　
夏
秋
啓
子
校
長
は
「
泥
だ
ら
け
に
な
る
の
を
い
と
わ
な
い

た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
。子
ど
も
た
ち
は
多

く
の
こ
と
を
学
べ
た
と
思
う
」と
話
し
て
い
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
今
後
、
６
月
に
田
ん
ぼ
の
観
察
、
10
月
に

は
稲
刈
り
を
体
験
し
、
収
穫
し
た
米
は
給
食
で
食
べ
る
と
い

う
。

　
東
京
農
業
大
学
を
卒
業
し
、
全
国
で
酒
造
り
を
続
け
る

卒
業
生
蔵
元
の
酒
を
紹
介
す
る
第
２
回
農
大
蔵
元
試
飲

フ
ェ
ア
が
６
月
22
日
に
開
か
れ
た
。日
本
酒
フ
ァ
ン
１
０
０
０

人
が
集
ま
り
、終
日
、た
いへ
ん
な
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
。

　
東
京
農
大
「
食
と
農
」
の
博
物
館
の
主
催
。博
物
館
で
は

卒
業
生
蔵
元
の
一
部
を
紹
介
し
、そ
の
酒
瓶
２
８
０
本
を
常

設
展
示
し
て
い
る
。展
示
を
見
た
人
か
ら
、
実
際
に
酒
を
飲

み
た
い
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
昨

年
、
12
蔵
が
参
加
し
て
試
飲
フ
ェ
ア
を
初
開
催
し
た
。特
別

な
広
報
を
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
本
酒
フ
ァ
ン
約
２
５
０
０

人
が
集
ま
り
、入
場
待
ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
る
大
盛
況
と

な
っ
た
。

　
用
意
し
た
酒
が
無
く
な
る
蔵
も
続
出
す
る
な
ど
混
乱
し

た
た
め
、
２
回
目
の
今
年
は
会
場
を
博
物
館
か
ら
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
18
号
館
に
移
動
。11
時
〜
16
時
ま
で
５
回

に
区
分
し
、各
回
45
分
、

定
員
２
０
０
人
の
完
全

入
替
制
で
実
施
す
る
こ

と
に
し
た
。入
場
券
（
１

０
０
０
円
）
は
時
間
指

定
で
予
約
販
売
し
た
と

こ
ろ
、
１
０
０
０
枚
が
２

週
間
程
で
売
り
切
れ

た
。

　
当
日
は
小
雨
の
降
る

　
小
田
急
線
世
田
谷
代
田
駅
前
に
４
月
、
開
設
さ
れ
た
東

京
農
大
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
、
朝
市
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。地

域
か
ら
生
鮮
品
な
ど
の
販
売
を
求
め
る
声
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
に
応
え
て
施
設
の
運
営
を
行
う
農

大
サ
ポ
ー
ト
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
、開
催
し
た
。

　
６
月
29
日
に
開
か
れ
た
初
回
の
朝
市
で
は
、東
京
農
大
卒

業
生
養
蜂
家
の「
辰
巳
農
園
」の
は
ち
み
つ
や
、
同
じ
く
Ｏ
Ｂ

が
経
営
す
る
無
添
加
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
の「
独
逸
屋
」の
ほ

か
、山
形
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
、漬
物
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
ヨ
ー
グ

ル
ト
、
農
大
ブ
ラ
ン
ド
の
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
の
卵
を
使
っ
た「
ホ
ロ
ホ

ロ
カ
タ
ラ
ー
ナ
」な
ど
、８
店
舗
が
出
店
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
に
も
関
わ
ら
ず
２
０
０
名
近
い
来
客
が

あ
っ
た
。Ｈ
Ｐ
を
見
て
葛
飾
区
か
ら
来
た
と
い
う
40
代
の
女

性
は「
商
品
に
関
し
て
説
明
が
あ
り
、
高
級
食
材
と
一
般
食

材
の
味
比
べ
な
ど
も
で
き
て
購
入
し
や
す
い
。季
節
ご
と
に

参
加
し
た
い
」と
楽
し
気
に
話
し
て
い
た
。

　
朝
市
は
今
後
、
毎
月

第
２
・
４
土
曜
日
の
７

時
か
ら
11
時
で
定
期
開

催
す
る
。運
営
す
る
農

大
サ
ポ
ー
ト
の
松
丸
禎

二
専
務
は
「
今
後
は
出

店
数
を
増
や
し
、
さ
ら

に
に
ぎ
や
か
に
し
て
い

き
た
い
」と
語
っ
て
い
る
。

中
、
初
回
11
時
の
30
分
前
に

は
、開
場
待
ち
の
長
い
列
が
で

き
て
い
た
。参
加
者
た
ち
は

開
場
と
同
時
に
お
目
当
て
の

蔵
元
の
コ
ー
ナ
ー
を
目
指
し
、

足
早
に
歩
い
て
い
き
、
11
時
に

な
り「
ハ
ー
イ
、
今
か
ら
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ス

タ
ッ
フ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
一
斉

に
試
飲
を
始
め
た
。余
裕
を

も
っ
て
設
定
し
た
と
い
う
会
場
設
営
だ
っ
た
が
、
２
０
０
人
の

熱
気
で
室
温
は
急
上
昇
、汗
だ
く
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
。

　
昨
年
も
参
加
し
た
と
い
う
文
京
区
の
50
代
男
性
会
社
員

は
、
今
年
は
夫
人
と
一
緒
に
。「
普
段
、
買
う
酒
の
選
択
は
ど

う
し
て
も
保
守
的
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、こ
こ
で
は
、い
ろ
い
ろ

な
産
地
の
酒
が
楽
し
め
、
全
国
を
旅
し
て
い
る
よ
う
な
気
持

ち
に
な
る
。楽
し
い
！
　
妻
も
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
い
た
。調
布
の
50
代
大
学
職
員
の
男
性
も
夫
人
と
ペ

ア
で
参
加
。「
フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
開
催
を
知
り
ま
し
た
。ど
れ

も
美
味
し
い
か
ら
楽
し
い
。有
名
無
名
い
ろ
い
ろ
な
蔵
元
さ

ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
さ
す
が
農
大
と
思
い
ま
す
。レ
ベ

ル
が
高
い
。来
年
以
降
も
続
け
て
参
加
し
ま
す
よ
」と
、
や
は

り
笑
顔
で
語
っ
て
い
た
。

　
参
加
す
る
蔵
元
は
25
蔵
に
増
え
た
。今
年
初
め
て
参
加

し
た
岡
山
県
の
利
守
酒
造
の
利
守
弘
充
専
務
は「
母
校
で
の

こ
う
し
た
催
し
に
参
加
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
ね
。２
回
目

で
す
が
、な
ぜ
今
ま
で
こ
ん
な
催
し
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か

と
不
思
議
に
も
思
い
ま
す
。す
ご
い
熱
気
で
、
首
都
圏
の
人

に
う
ち
の
酒
を
知
っ
て
も
ら
う
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と

思
い
ま
す
」と
初
参
加
を
喜
ん
で
い
た
。

子どもたちに田植えの説明をする野路さん(左)と横田教授来場者は酒を飲みながら会話も楽しんでいた。

会場を埋め尽くす大勢の来場者

子どもたちは泥にまみれながら田んぼの感触を楽しんでいた。

苗を手に田植え作業を進める子どもたち

第
２
回
試
飲
フ
ェ
ア
開
催
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泥んこになって田植え泥んこになって田植え
東京農大稲花小 １年生が総合学習東京農大稲花小 １年生が総合学習東京農大稲花小 １年生が総合学習
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４
月
に
開
校
し
た
東
京
農
業
大
学
稲
花
小
学
校
の
１
年

生
72
人
が
５
月
23
日
、
初
め
て
の
田
植
え
に
挑
戦
し
た
。水

田
の
泥
に
足
を
取
ら
れ
た
り
、
座
り
込
ん
で
お
尻
を
田
ん
ぼ

に
浸
け
た
り
と
、泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
苗
を
植
え
て
い
た
。

　
週
１
回
の
総
合
学
習
「
稲
花
タ
イ
ム
」
で
実
施
し
て
い
る

「
食
と
農
の
学
習
」の
一
環
。事
前
に
様
々
な
稲
の
品
種
を
見

比
べ
、白
米
・
玄
米
・
種
も
み
の
違
い
を
学
び
、こ
の
日
の
田

植
え
と
な
っ
た
。横
浜
市
青
葉
区
田
奈
町
、
野
路
秀
雄
さ
ん

の
水
田
を
借
用
。応
用
生
物
科
学
部
の
横
田
健
治
教
授
、野

口
智
弘
教
授
の
ほ
か
、
大
学
院
・
学
部
学
生
７
人
が
指
導

役
で
備
え
た
。

　
野
路
さ
ん
が「
１
本
の
苗
か
ら
５
０
０
か
ら
７
０
０
粒
の
お

米
が
で
き
ま
す
。大
切
に
植
え
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
呼
び
か

け
、
横
田
教
授
が「
さ
あ
、
田
ん
ぼ
に
入
り
ま
し
ょ
う
」と
声

を
か
け
て
田
植
え
が
始
ま
っ
た
。最
初
の
う
ち
は
田
ん
ぼ
に

入
る
の
を
怖
が
る
子
ど
も
も
い
た
が
、
先
に
入
っ
た
友
だ
ち

の
歓
声
を

聞
く
と
、

そ
れ
を
追

う
よ
う
に

田
ん
ぼ
に

入
っ
た
。

　
子
ど
も

た
ち
は
学

生
た
ち
か

ら
苗
を
受

け
取
り
、

次
々
と
泥

の
中
に
手

を
突
っ
込

み
、「
倒
れ
ち
ゃ
う
よ
ぉ
」な
ど
と
大
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
植

え
て
いっ
た
。と
て
も
整
然
と
し
た
植
え
方
と
は
言
え
な
い

が
、米
づ
く
り
の
最
初
を
体
で
学
ん
だ
よ
う
だ
。

　
夏
秋
啓
子
校
長
は
「
泥
だ
ら
け
に
な
る
の
を
い
と
わ
な
い

た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
。子
ど
も
た
ち
は
多

く
の
こ
と
を
学
べ
た
と
思
う
」と
話
し
て
い
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
今
後
、
６
月
に
田
ん
ぼ
の
観
察
、
10
月
に

は
稲
刈
り
を
体
験
し
、
収
穫
し
た
米
は
給
食
で
食
べ
る
と
い

う
。

　
東
京
農
業
大
学
を
卒
業
し
、
全
国
で
酒
造
り
を
続
け
る

卒
業
生
蔵
元
の
酒
を
紹
介
す
る
第
２
回
農
大
蔵
元
試
飲

フ
ェ
ア
が
６
月
22
日
に
開
か
れ
た
。日
本
酒
フ
ァ
ン
１
０
０
０

人
が
集
ま
り
、終
日
、た
いへ
ん
な
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
。

　
東
京
農
大
「
食
と
農
」
の
博
物
館
の
主
催
。博
物
館
で
は

卒
業
生
蔵
元
の
一
部
を
紹
介
し
、そ
の
酒
瓶
２
８
０
本
を
常

設
展
示
し
て
い
る
。展
示
を
見
た
人
か
ら
、
実
際
に
酒
を
飲

み
た
い
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
昨

年
、
12
蔵
が
参
加
し
て
試
飲
フ
ェ
ア
を
初
開
催
し
た
。特
別

な
広
報
を
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
本
酒
フ
ァ
ン
約
２
５
０
０

人
が
集
ま
り
、入
場
待
ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
る
大
盛
況
と

な
っ
た
。

　
用
意
し
た
酒
が
無
く
な
る
蔵
も
続
出
す
る
な
ど
混
乱
し

た
た
め
、
２
回
目
の
今
年
は
会
場
を
博
物
館
か
ら
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
18
号
館
に
移
動
。11
時
〜
16
時
ま
で
５
回

に
区
分
し
、各
回
45
分
、

定
員
２
０
０
人
の
完
全

入
替
制
で
実
施
す
る
こ

と
に
し
た
。入
場
券
（
１

０
０
０
円
）
は
時
間
指

定
で
予
約
販
売
し
た
と

こ
ろ
、
１
０
０
０
枚
が
２

週
間
程
で
売
り
切
れ

た
。

　
当
日
は
小
雨
の
降
る

　
小
田
急
線
世
田
谷
代
田
駅
前
に
４
月
、
開
設
さ
れ
た
東

京
農
大
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
、
朝
市
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。地

域
か
ら
生
鮮
品
な
ど
の
販
売
を
求
め
る
声
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
に
応
え
て
施
設
の
運
営
を
行
う
農

大
サ
ポ
ー
ト
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
、開
催
し
た
。

　
６
月
29
日
に
開
か
れ
た
初
回
の
朝
市
で
は
、東
京
農
大
卒

業
生
養
蜂
家
の「
辰
巳
農
園
」の
は
ち
み
つ
や
、
同
じ
く
Ｏ
Ｂ

が
経
営
す
る
無
添
加
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
の「
独
逸
屋
」の
ほ

か
、山
形
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
、漬
物
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
ヨ
ー
グ

ル
ト
、
農
大
ブ
ラ
ン
ド
の
ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
の
卵
を
使
っ
た「
ホ
ロ
ホ

ロ
カ
タ
ラ
ー
ナ
」な
ど
、８
店
舗
が
出
店
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
に
も
関
わ
ら
ず
２
０
０
名
近
い
来
客
が

あ
っ
た
。Ｈ
Ｐ
を
見
て
葛
飾
区
か
ら
来
た
と
い
う
40
代
の
女

性
は「
商
品
に
関
し
て
説
明
が
あ
り
、
高
級
食
材
と
一
般
食

材
の
味
比
べ
な
ど
も
で
き
て
購
入
し
や
す
い
。季
節
ご
と
に

参
加
し
た
い
」と
楽
し
気
に
話
し
て
い
た
。

　
朝
市
は
今
後
、
毎
月

第
２
・
４
土
曜
日
の
７

時
か
ら
11
時
で
定
期
開

催
す
る
。運
営
す
る
農

大
サ
ポ
ー
ト
の
松
丸
禎

二
専
務
は
「
今
後
は
出

店
数
を
増
や
し
、
さ
ら

に
に
ぎ
や
か
に
し
て
い

き
た
い
」と
語
っ
て
い
る
。

中
、
初
回
11
時
の
30
分
前
に

は
、開
場
待
ち
の
長
い
列
が
で

き
て
い
た
。参
加
者
た
ち
は

開
場
と
同
時
に
お
目
当
て
の

蔵
元
の
コ
ー
ナ
ー
を
目
指
し
、

足
早
に
歩
い
て
い
き
、
11
時
に

な
り「
ハ
ー
イ
、
今
か
ら
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ス

タ
ッ
フ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
一
斉

に
試
飲
を
始
め
た
。余
裕
を

も
っ
て
設
定
し
た
と
い
う
会
場
設
営
だ
っ
た
が
、
２
０
０
人
の

熱
気
で
室
温
は
急
上
昇
、汗
だ
く
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
。

　
昨
年
も
参
加
し
た
と
い
う
文
京
区
の
50
代
男
性
会
社
員

は
、
今
年
は
夫
人
と
一
緒
に
。「
普
段
、
買
う
酒
の
選
択
は
ど

う
し
て
も
保
守
的
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、こ
こ
で
は
、い
ろ
い
ろ

な
産
地
の
酒
が
楽
し
め
、
全
国
を
旅
し
て
い
る
よ
う
な
気
持

ち
に
な
る
。楽
し
い
！
　
妻
も
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
い
た
。調
布
の
50
代
大
学
職
員
の
男
性
も
夫
人
と
ペ

ア
で
参
加
。「
フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
開
催
を
知
り
ま
し
た
。ど
れ

も
美
味
し
い
か
ら
楽
し
い
。有
名
無
名
い
ろ
い
ろ
な
蔵
元
さ

ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
さ
す
が
農
大
と
思
い
ま
す
。レ
ベ

ル
が
高
い
。来
年
以
降
も
続
け
て
参
加
し
ま
す
よ
」と
、
や
は

り
笑
顔
で
語
っ
て
い
た
。

　
参
加
す
る
蔵
元
は
25
蔵
に
増
え
た
。今
年
初
め
て
参
加

し
た
岡
山
県
の
利
守
酒
造
の
利
守
弘
充
専
務
は「
母
校
で
の

こ
う
し
た
催
し
に
参
加
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
ね
。２
回
目

で
す
が
、な
ぜ
今
ま
で
こ
ん
な
催
し
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か

と
不
思
議
に
も
思
い
ま
す
。す
ご
い
熱
気
で
、
首
都
圏
の
人

に
う
ち
の
酒
を
知
っ
て
も
ら
う
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と

思
い
ま
す
」と
初
参
加
を
喜
ん
で
い
た
。

子どもたちに田植えの説明をする野路さん(左)と横田教授来場者は酒を飲みながら会話も楽しんでいた。

会場を埋め尽くす大勢の来場者

子どもたちは泥にまみれながら田んぼの感触を楽しんでいた。
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▶研究&教育 最前線
墜落しない新型ドローン開発へ
東京情報大学 教授　鈴木英男

▶ZOOM UP
北の大地に学ぶ
広大な農地で教育・研究・営農

▶東京農大稲花小 １年生が総合学習  泥んこになって田植え
▶農大卒業生の25蔵が結集  1000人が美味さ満喫
▶世田谷代田で朝市開催  東京農大オープンカレッジ

私の宝ものMy Treasure
パスツール・メダル　五十君 靜信 学校法人東京農業大学

7+8July+August
2019

No.160

東京農業大学・東京情報大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル
HACCP（ハサップ）という言葉を聞いたことがあると思います。食品の原料入荷から製品出荷までのすべて

の工程で点検し安全を確保する国際的な衛生管理手法のことです。全ての食品事業者にHACCPに沿った衛生
管理を義務付ける改正食品衛生法が、昨年成立しました。増大する食料品の輸出入に対応するため、衛生管
理の国際標準化が課題となっていたからです。
衛生管理を国際標準にするためには、検査の手順も国際標準でなければなりません。東京農大に来る前、国

立医薬品食品衛生研究所で約15年、国内の食品の微生物検査の国際標準化に取り組んでいました。
日本の微生物検査の基準は、生食の食習慣があるため、主に大腸菌群を指標としており、病原微生物を指

標とする国際標準の考え方とは異なっていました。このままでは、食品の輸出や輸入の妨げになります。
検査法の国際標準を定めているのがISO/TC34/SC9（国際標準化機構の食品微生物試験法に関する委員

会）という組織です。日本はずっとオブザーバー参加でしたが、正式参加の意思を表明すると、いつもはヨーロッ
パで開いている総会を2017年に東京で開催するよう要請されました。
ところが、ISOの食品衛生に係わる所轄官庁は厚生労働省、農林水産省、経済産業省の３省のいずれにも該

当しないことが判明しました。これでは国の予算支援は受けら
れません。会場は用意してくれたものの、その他の必要経費約
500万円は寄付で集めることになり、大変でした。
総会初日にいただいたのが、このパスツール・メダルです。

ISO/TC34/SC9の事務局はフランスで、委員会代表など主要メ
ンバーがパスツール研究所関係者であったことから、日本が正
式に参加し、総会を東京で開催できたことの記念にと「その労
をねぎらいます」とこのメダルを贈ってくれました。突然のこと
で驚きましたが、総会が無事開催できたこと、また検査の国際
標準化に向け取り組んできた15年間のことを思い、大変感動し
ました。
「食品衛生」の授業では、食の最大のリスク回避は、自由貿
易の維持推進だと強調しています。2050年代には地球の人口
が100億人に達します。地球規模の食糧供給システムを構築し
ていかなければ、必ず食糧危機が起き、争いが生じます。衛
生管理と検査の国際整合性は、そのための欠かせぬ土台なの
です。　　　　　（まとめ・東京農業大学客員教授、鈴木敬吾)

My Treasure

第12回

私の宝もの
東京農業大学　教授  五十君靜信

いぎみ・しずのぶ／1957年長野県生まれ。東京大学大学院農学系研究科博士課程修了。農学
博士。東京農業大学応用生物科学部農芸化学科教授。専門は細菌学。

パスツール・メダル

▲▶ISO/TC34/SC9総会初の東
京開催準備のねぎらいとして
もらったパスツール・メダ
ル。
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2019　東京農大創立128年

東
京
農
業
大
学
の
沿
革

◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校

榎本武揚と横井時敬
創設者は、明治の英傑榎本武揚だ。明治政府で逓信相、農商務相、文相、外相などの要職を歴任した榎本は、1891（明治24）年、東京に「私立育英黌」を設立した。
その農業科が東京農学校、東京高等農学校と名を替えつつ、拡充の歴史を歩み、今日の東京農業大学となる。東京農学校時代の1895（明治28）年、評議員として参
画したのが、明治農学の第一人者横井時敬だった。「人物を畑に還す」「稲のことは稲にきけ、農業のことは農民にきけ」と唱えて、「実学」による教育の礎を築き、
東京農業大学の初代学長を務めた。本学の「生みの親」は榎本、「育ての親」は横井である。
高等教育から初等教育まで
東京農業大学は、農学部、応用生物科学部、生命科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、生物産業学部の６学部23学科からなり、大学院は２研究科20専攻体制が整っ
ている。世田谷、厚木、北海道オホーツク（網走）の３キャンパスに約13,000人が学んでいる。学校法人東京農業大学の傘下には、東京情報大学（千葉）があり、
総合情報学部、看護学部の２学部２学科と大学院１研究科に約2,000人が学ぶ。また、併設校として農大一高／中等部（東京）、同二高（群馬）、同三高／附属中学（埼玉）
がある。2019年4月、東京農業大学稲花小学校が世田谷に開校。
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